
特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒
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＊1 3年以上の有償実務経験もふまえて、包括的なファンドレイジング力があると日本ファンドレイジング協会により認定されたファンドレイザー

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊『大学ファンドレイジングの手引き「7つのステップ」に基づく寄付金戦略』（須山弘一著、日本ファンドレイジング協会大学チャプター発行）及び須山氏への取材を基にBetween編集部にて作成 

【図表4】大学ファンドレイジング「７つのステップ」  【図表2】寄付集め５つのキーワード 

【図表3】
寄付を増やす
方程式と
ドナーピラミッド 

□「なぜ寄付集めをするのか」という自学における寄付の必要性
について、全学で共通認識を持つ
□そのうえで、組織の潜在力として、大学の「共感層・支援者
層」、ステークホルダーとの接点である「コンタクトチャネル」、ファ
ンドレイジングに関わる「人的資源」、ステークホルダーに関する
「名簿管理」、募金募集に活用可能な「事業」の現状を確認する

▶このステップを飛ばして、寄付メニューの企
画や寄付募集チラシの作成から始めるのは
NG
▶寄付の目的が学内で共有され、共感・関心
を呼ばないと、無関心や反発を生み協力体制
が組みにくい

□ステップ１で棚卸しした寄付の可能性があるステークホルダー
の中から、寄付依頼をする対象を絞り込む
□「大学との関係性の深さ」×「金銭能力」でマトリックスをつく
り、寄付見込みをランク分けする
□各部署の情報を基にデータベースをつくる

▶年齢層別では、一般に、寄付額が伸びや
すいのは高年齢層
▶寄付見込み金額でコミュニケーション方法
やコストを変えたほうが効率的なので、ランク
分けやデータベース構築を行う

□担当理事の任命、担当部署の設置、担当職員の配置を3
点セットで行う
□部局横断的に取り組むために委員会を設置
□担当者は日本ファンドレイジング協会で体系的な知識を身に
付けることが可能
□同窓会、保護者会等と連携する

▶全学の協力体制を築くためにも、学長等経
営層のコミットと関与は重要
▶同窓会等との連携では、寄付集めを手
伝ってもらうだけでなく、大学が同窓会活動を
サポートするなど、Win-Winの関係づくりを

□使途を大学に一任する「一般寄付」だけでなく、寄付者が応援
しやすい使途指定型の「特定寄付」メニューも用意
□パンフレットや専用サイトを整備
□対象ランク別にコミュニケーション方法を整備する（高額寄付
見込みランクは狭く丁寧なアプローチを、中程度ランクは広く浅
いアプローチを）

▶いきなりここから始めない
▶各部局に関係する多様なメニューを用意
し、寄付を部局の自分事に
▶寄付専用サイト入り口は大学公式サイトの
めだつ位置に置き、わかりやすさや寄付申し込
みまでの導線などは第三者にチェックしてもらう

□ステップ１～4までの検討事項を計画書にまとめる
□計画は、「なぜ、何を、いつ、どこで、誰が、誰に何件、どのよう
に、コスト」でまとめると整理しやすい

▶計画を委員会等で了承してもらうことで、全
学で役割分担して取り組みやすくなる

□計画を実行する
□定期的な場で進捗報告を行う

□丁寧な寄付者への「感謝」「報告」を実施し、寄付者の維持、
拡大を図る
□対象ごとに活動結果を「評価」する

▶ステップ1に戻り、次のサイクルの改善に
つなげる
▶感謝と報告を行うしくみはシステム化し、定
期的に実施するとよい

寄付の必要性を明らかにし、　
組織の潜在力の棚卸し

既存寄付者・
潜在的寄付者の分析

組織・個人の準備、
関係者との連携

コミュニケーション方法等の
選択や寄付メニュー等の整備

ファンド
レイジング
計画の作成

ファンド
レイジング
の実施

感謝・報告・評価

１

２

３

4

5

継続

長期

早期

みんな

共感 大学の活動、未来を支えるファン（支持基盤）をつくる 

ステップ 取り組み例 ポイント

寄付を増やす方程式

 アプローチの量
×

コミュニケーションの質
＝ 寄付件数

 

遺贈
寄付者

大口寄付者

マンスリーサポーター

リピートしてくれた寄付者

一回目の寄付者

潜在的寄付者 ＊『大学ファンドレイジングの手引き「7つの
　ステップ」に基づく寄付金戦略』を基に
　Between編集部で作成

新規よりも既存の寄付者の
ほうが寄付へのハードルが低い

継続者を増やすために
長期的に取り組む

継続的、長期的な働きかけで
寄付が増えるので早く始める

学長はじめ全学で取り組む

学内外に共感されてこその支援

1

2

3

4

5

6

7

Q.

寄
付
募
集
の
意
義
は
？

A

Q.

成
功
の
秘
訣
は
？

A

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

Q.

何
か
ら
ど
う
始
め
る
?

A

?

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

取材・文／本間学　撮影／岸隆子（P.21、23）
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【図表1】寄付集めの３つの意義 

寄
付
集
め

こ
れ
か
ら
寄
付
募
集
に

本
格
的
に
取
り
組
み
た
い

大
学
向
け
に
、

寄
付
募
集
の
基
本
と
、

効
果
的
な
手
法
を
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
に
聞
く
。

大学の活動を
社会に知ってもらう

資産運用の
原資を得る

諸活動の
資金を得る

共感

何
か
ら
始
め
る
？    

卒
業
生
か
ら
集
め
る
コ
ツ
は
？

       

ふ
る
さ
と
納
税
は
期
待
で
き
る
？

&
A
Q
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特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒

A Q.

周
年
事
業
へ
の
寄
付
は

い
つ
か
ら
始
め
る
べ
き
か
。

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

17 No.319 16No.319

【図表8】寄付が集まりやすい
組織体制 

【図表9】寄付事業の担当組織例 

【図表7】学校（大学）法人の
担当部署の設置状況

【図表11】卒業生交流イベントの例～筑波大学 【図表10】卒業生からの寄付集めの課題と解決策 

事業・ファイナンス局：事業・リレーション推進室
（専任職員５名、ファンドレイザー３名、アソシエイ
トマネージャー3名、基金マネージャー1名、プロ
モーションマネージャー１名、非常勤職員２名）

卒業生へのヒアリングで、母校のために協力したい
思いを知ったが、大学にそれを受け止めるしくみや
ネットワークがない

卒業生・現役生・大学の恒常的な接点の創出・交流
を起点に「起業・研究・学生支援」の創出

卒業生と現役学生との接点創出／ビジネスチャンス
への転換／大学活用の機会創出／仲間とこれから
の筑波を熱く語り合う機会

直接学生の支援になる事業（困窮
する現役生の支援、サークルの後輩
への支援等）が共感を得やすい。

同窓会活動への協力、卒業生コミュ
ニティづくりなどを行い、Win-Winの
関係をつくる。

自分と近い人からの依頼のほうが共
感しやすいので、同窓生から勧めても
らうとコミュニティの中で広まりやす
い。あるいは現役学生からの依頼も
「後輩のためなら」と協力を得やすい。

年配者は郵送のほうがいいが、一方
で郵送は費用が掛かる面も。若年層
はSNSやメールなどのほうがよい。対
象者別に工夫を。

現住所の名簿の整備が理想だが、追
跡が難しい。全員でなくても、高額な
寄付が見込める企業の役職者中心
に整備するほか、校友特典のあるクレ
ジットカードをつくったり、卒業生向け
のプログラムや大学施設利用のため
に登録を促進する手もある。同窓会
が現住所名簿を持っているケースが
多いので、同窓会と連携し、会報に寄
付のチラシを同封してもらう手も。

総合企画部：事務部長1名、課長2名、課員8
名
渉外部：事務部長1名、課長2名、課員8名（う
ち寄付金対応課員4名）

筑波大学

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊大学提供資料を基にBetween編
　集部にてまとめ 

背景

目的

対象
参加費
会場

プログラム

参加
メリット

担当理事
の任命

課題イベント名

副学長（資産運用担当） 事務局次長・総合企画部事務部長

全学で取り
組むために
行ったほうが
いいこと

担当職員
の配置

担当部署
の設置

必要な経営資源の配分や計画
の作成、進捗管理、評価を行う
責任者を明確にする

専任部署の設置が難しい場合、
寄付と親和性の高い業務（同窓
会、卒業生支援や広報等）と組み
合わせて組織再編、人員確保

学内向けのマネジメントも重要な
ので、プロパー職員が望ましい。
専門知識は日本ファンドレイジン
グ協会の研修などで習得可能

▶学長などトップが身をもって寄
付への姿勢や意義を示す
▶部局横断的な取り組みが必
要なので、委員会を設置する
▶各部局が活用できる寄付メ
ニューの策定

１

2

3

名城大学（ふるさと納税の体制）

体制

担当部署、
人員

総責任者

5,000円

寄付メニュー

同窓会との
関係づくり

誰が寄付
依頼するか

コミュニケーション
手段

卒業生
名簿の整備

解決策筑波大学を愛する人たちの交流の場
「くっつくば」

卒業生（経営者中心）、現役生（特に起業に力を入れている学生）

東京キャンパス

学長挨拶／現役学生トーク／卒業生トーク／
ネットワーキング

A A Q.
寄
付
が
集
ま
り
や
す
い

組
織
体
制
は
？

Q.

卒
業
生
に
寄
付
を
募
る

コ
ツ
は
？

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

事業・ファイナンス局

資産運用・
ファイナンス
室

事業・
リレーション
推進室

運用収入の増加（基金の拡大）
・ガバナンス・コンプライアンス体制の強化
・資産運用人材の育成
・附属学校における金融教育への貢献

部署の役割：法人・教学の基本戦略
の企画及び推進など
（名古屋市ふるさと納税）
・導入に係る名古屋市との調整、
使途に係る学内調整など

部署の役割：広報、寄付金対応、
渉外など（名古屋市ふるさと納税）
・寄付の周知、寄付者情報管理、
寄付者へのお礼状送付を含めた
対応など

運用原資の拡大（基金の造成）
・研究成果の社会的価値への転換
・大学運営に貢献できる基金の拡充
・自立化に向けたエンダウメント運用

運用原資の提供 基金の拡大 連携

総合
企画部

渉外部

【図表5】寄付獲得で効果的だった
と思われる要素トップ5

74.0

68.8

64.9

62.3

61.0

＊令和元年度文部科学省委託事業「我が国の大学における
寄附金獲得に向けた課題に係る調査研究」

寄附の税制優遇措置

学長・総長や理事及び教職員等の
募集活動への理解と協力

同窓会や校友会・後援会等との連携

寄附者に対する記念品の贈呈、
礼状や挨拶等のフォローアップ

寄附募集の方法や趣意書の作成

（％）

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ ＊取材を基にBetween編集部にてまとめ

【図表6】国立大学の担当部署の状況

＊｢令和３年度 学校法人の 寄付・外部資金
調達の取組みに係るアンケート｣（私学事業団）

＊令和元年度文部科学省委託事業「我が国の大学における
寄附金獲得に向けた課題に係る調査研究」

基金室等専任部署
総務

財務・経理
その他

学長・総長・秘書室
無回答

（％）
80 1006040200

17.3

71.5

11.2
専門部署を
設置している

他の業務と
兼務する
担当部署を
設置している

特に担当部署と
位置付ける組織はない

同窓会・校友会・後援会等
（別法人の場合を含む）

（％） 53.2

  36.4  　 

23.4          

23.4          

10.4              

3.9                  

1.3                   

←

←
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特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒

19 No.319 18No.319
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【図表12】周年事業での寄付期間例 【図表13】周年記念での寄付事業例 

2024年に100周年

2025年に100周年

2025年に150周年

2025年に30周年

2025年に学園創立125周年

2026年に100周年

2026年に50周年

2026年に50周年

2027年に110周年

2028年に100周年

2028年に学園創立140周年

2032年に150周年

25億円　
2021年11月1日～2027年3月31日 金額、期間ともに募集事業による

2017年4月1日～2028年3月31日法人：5万円／口、個人：5千円／口
※個人は2口以上でオリジナルグッズ進呈

2025年度末で7割近くの
目標額達成

「SHIBAURA　GIFT」が寄付者層の拡大に
大きく寄与し、個人寄付の大半を占める

20億円

100億円

50億円

10億円

100億円

25億円

５億円

5億円

10億円

12億円

2億円

300億円

2022年7月～2030年3月

2017年10月1日～2026年3月31日

2017年10月1日～2026年3月31日

2025年10月1日～2028年3月31日

2024年4月～2031年3月

2021年11月1日～2027年3月31日

2022年10月～2027年3月

2023年10月～2027年３月

2020年4月～2028年3月

2025年4月1日～2029年3月31日

2024年10月～2029年3月

2025年10月1日～2033年3月31日

【図表14】個人版ふるさと納税と
企業版ふるさと納税の違い  

武蔵野大学
近畿大学
同志社大学
倉敷芸術科学大学
立命館大学
名城大学
豊橋技術科学大学
長岡技術科学大学
国士舘大学
久留米大学
共愛学園前橋国際大学
早稲田大学

企業版ふるさと納税
（地方創生応援税制）

ふるさと納税
（個人）

内閣府地方創生推進事務局 総務省

A Q.

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

活
用
し
た
い
が
注
意
点
は
？

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

運用原資としての寄付金拡大に向けた
事業と組織体制の見直し例――筑波大学

経営の自立化を支える寄付事業と資産運用の両輪
　「自立した経営のためには、寄付事業と資産運用が欠かせなく
なってきた」と話すのは、2024年より、筑波大学の資産運用責任
者を務める野手弘一副学長だ。その背景にあるのは、国立大学
における運営資金の構造的な変化だ。かつては支出の約6割を
運営費交付金で賄っていたが、近年のインフレ等の影響により、
その割合は3割ほどにまで低下している。こうした状況を受け、同
大学は2024年3月に「事業・ファイナンス局」を設置。運用収入
の増加と複利による資産形成を担う「資産運用・ファイナンス室」
と、寄付金の獲得や基金の造成を担う「事業・リレーション推進
室」の2つの室を連携させ、安定した財務基盤の確立をめざす。こ
れまで資産運用は財務部で担っていたが、積極的に取り組むた
め、独立した専門部署をつくるに至ったという。
　寄付集めを担う事業・リレーション推進室のスタッフは総勢15
名（内訳はP.16【図表9】参照）。大学職員以外は、さまざまな民
間出身者が中心だ。ファンドレイザーには大手商社出身者がお
り、豊富な人脈と営業経験を備えている。一方で、大学の内情
や教員の研究内容に必ずしも精通しているわけではない。そこ
で、プロパー職員と共に寄付募集の営業活動をすることによっ
て、職員は営業スキルを学び、ファンドレイザーは大学への理解
を深めている。また、大学は人事異動が多いため、専門性の高
い資金運用分野においては、プロパー職員を専門職として育成
し、通常より長く在籍できる体制を整えた。

寄付メニューを整理し、一般基金は「未来構想基金」に一本化
　寄付メニュー自体も大幅に整理した【図表】。原則、使途が一

任される一般基金については、従来、目的別に９つほどあった
が、それを「未来構想基金」として一本化。事業・リレーション推
進室が担当して使途を決め、資産運用・ファイナンス室が運用を
行う。一方、特定基金は、全学ＰＪと部局別ＰＪ、その他のＰＪに仕
分けした。推進室が相談に乗りながら、各部局主導で寄付を募
集する。整理により役割分担が明確化し、全学で動きやすくなっ
たという。寄付集めには、学長の取り組み姿勢が重要だが、筑
波大学では、永田恭介学長が積極的に働きかけている。例え
ば、地元企業への寄付依頼。元々、未開発のエリアに東京から
移転、学研都市をつくった経緯から、地域には「自分たちが育て
てきた大学」という思いが強い。その絆を深めるため、会員制度
をつくり、地元企業を招いた学長を囲む会を年3回程度開催。学
長と全副学長が出席して大学の研究成果を発表するほか、交
流会ではフラットな意見交換を行っている。会員企業は約350
社に上り、密な連携が共同研究や寄付につながっているという。
　今後は、卒業生や同窓会からの支援を強化していく意向だ。多
くの大学同様、筑波大学でも卒業生名簿の整備は課題だが、同
窓会との協力体制を築くことで解決できないか模索中だという。
同窓会は自立した組織なので、いきなり寄付依頼をしてもかえって
離れていく。そのため、まずは把握しているだけでも40程度ある同
窓会を一つの大きな傘の下にまとめ、各会の代表を通じて情報を
提供、関係性を築いていくという。また、調査の結果、900人弱い
ることがわかった企業経営者である卒業生に期待を寄せ、東京都
内で彼らと現役学生の交流を図るイベント「くっつくば」をこの2月
に実施し、アプローチを強化している【P.17図表11】。その他、大

学独自の寄付への返礼品の開発で寄付額の増加を
図っている。例えば、施設のネーミングライツでは、大
手ＩＴ企業が寄付の返礼として、学食の命名権を取
得、行使している。
　寄付募集活動の本質について野手副学長は、
「ファンドレイザーは『大学を売り込む営業担当』だと
捉えている。彼らが活動することで企業との連携が深
まり、共同研究の創出や学生の就職支援といった、
お金以外の付加価値も生まれるはずだ」と話す。
　筑波大学の寄付サイトには、「ゆくさきは、未来だ。
その船に彼らを乗せて。」というコピーが掲げられてい
る。これはスカラシップ（奨学金）とシップ（船）を掛け
合わせたフューチャーシップという意味だ。「未来へ進
む船に学生たちを乗せて送り出す。こうした一貫した
ストーリーを通じて、寄付者の共感を得られるよう、さら
なる努力を続けていきたい」（野手副学長）。

大学 周年のタイミング 目標金額 募集期間

目標金額
と期間

芝浦工業大学名城大学大学

申し込み
口数

使途

寄付を
増やす
工夫例

進捗状況

返礼品

税制上の
メリット

寄付の種類

ありなし（禁止）

寄付額の損金算入による軽減効
果に税額控除による軽減効果を
上乗せ（例 1000万円寄付では企
業の実質負担は最小100万円）

地方版総合戦略を策定し、内閣府
より地域再生計画の認定を受けた
地方公共団体＊対象外：地方交
付税不交付団体等（東京都等）

▶寄付額に応じ、返礼品を提供
する「名城ギフト」を実施。オリジ
ナルあるいは卒業生企業の返礼
品も提供 ▶特別企画として、ア
リーナ、3キャンパスのホール教室
を活用した「椅子銘板募金」など
実施 ▶寄付者からのメッセージ
を特設サイトで随時掲出
▶累計寄付額に応じて顕彰

①アリーナ新築（多目的アリーナ、
クラブハウス）
②開学100周年記念施設
③「中部から世界へ」国際化推進
（外国語学部の改組）
④「創造型実学」奨学金制度創設
⑤教育・研究推進、社会連携活動
（創造型実学人材育成のための
キャンパス整備）

寄付金のほか、人材派遣型もあり
（人件費含む事業費への寄付）

寄付額のうち2000円を超える部
分について、一定の上限まで所得
税、個人住民税全額控除

▶2021年度より開始した返礼
品付き寄付制度が好評。卒業生
や大学に関わりのある企業の協
力を得ながら、大学オリジナルグッ
ズや食品など、多岐にわたる返礼
品を用意し、手軽にできる返礼品
寄付を展開 ▶高額寄付者向け
の賛助員制度（表彰）や、講堂の
椅子への銘板なども実施

①大宮キャンパス施設整備（目
標10億円）
②グローバル化推進支援（目標3
億円、国際プログラムの拡充）
③課外活動等支援
④女子の修士・博士進学支援（奨学金）
⑤地方学生支援（奨学金）
⑥スタートアップ・ベンチャー起業
支援（目標3億円）
⑦災害学生ボランティア支援
⑧豊洲キャンパス施設・設備整
備（椅子銘板）

指定申出書を総務省に提出し総
務大臣から指定された地方公共
団体

寄付金のみ

年収・家族構成により異なる

個人

個人が応援したい自治体を支援

下限10万円～事業費の範囲内

企業等（青色申告をしている団体）
※本社所在地への寄付は禁止

企業が地方創生プロジェクトを応援

寄付額の範囲

寄付者

寄付先

目的

所管官庁

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

近年、寄付金を資産運用の原資として集め、新たな施策の財源とする大学が増えている。
専門部署をつくり、積極的に取り組む筑波大学の例を紹介する。

寄付区分の整理・変更イメージ図

支援1：卓越した教育の充実と人材育成
・学生への経済支援（ウクライナ）
・附属学校の活動支援

世界を変えよう基金
・全学プロジェクト
創基151周年開学50周年基金（終了）
学生への経済支援（ウクライナ）（終了）
その他（新規等）

従来 整理後

紫峰会基金
体育スポーツ局基金
附属病院支援事業（病院寄附金）

 

未来構想基金

・その他のプロジェクト
冠事業基金（一般基金から異動）

…

…
…

…

・部局等プロジェクト
紫峰会基金
スポーツ基金（名称変更）
附属病院基金（名称変更）
附属学校きりのは基金（一般基金から異動）

一般基金 一般基金

特定基金

特定基金

創基151周年開学50周年基金
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特集  大学のお金～集め方と使い方

ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒

21 No.319 20No.319

【図表19】ふるさと納税活用の課題 学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

＊内閣府資料を基にBetween編集部にて作成、一部改変 

企業版ふるさと納税に
大学が参画する意義とメリットは？
 内閣府地方創生推進事務局
（併）内閣官房地域未来戦略本部事務局

参事官補佐　植田 皓太
̶̶企業版ふるさと納税の特徴と大学の関与状況につ
いて教えてください。
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業等が自治
体に寄付を行い、その資金を自治体が地方創生プロジェクトに
活用するという、民の力を使って地方創生を進める施策です。そ
のため、内閣府の地方創生推進事務局が、地方への「お金と人
の流れ」を政策的に創出するよう企画・運営を担っています。個
人版との違いは、「返礼品の禁止」と「最大約9割の税額控除」
にあります。寄付を行う企業は実質1割ほどの負担で、地方自治
体の取り組みを支援できます。当初、税額控除は約6割でした
が、2020年度に約9割まで拡大し、人材派遣型も新設したとこ
ろ、寄付件数、寄付金額が急増、2024年度の寄付件数は約1
万8500件、寄付額は約630億円に達しています。本制度に対
する自治体側の認識も高まり、企業とパートナーシップを結ぶ際
の最初の一歩として活用するところが増えています。2023年度
に実施された5,376事業のうち、「大学」というキーワードが含ま
れるものは215件（全体の約4％）と、大学が関与する例は多くは
ありませんが、優れた先行事例がいくつも見られます。
　例えば、鹿児島県曽於（そお）市が鹿児島大学共同獣医学部と
連携し、畜産獣医学拠点を整備して人材育成や新産業創造を行
う事業や、秋田市が市内6大学と組んで、市のプロモーションと人
材育成を行う事業のほか、徳島県神山町の神山まるごと高専や、
岐阜県飛騨市に2026年4月開学予定の「CoIU（Co-Innovation 
University）」のように、企業版ふるさと納税による寄付を教育
機関の設立資金に充当する例も出ています。ちなみに寄付者と
して地域に寄付をする学校法人も一部にはあるようです。

̶̶大学が企業版ふるさと納税に参画する際の大学
側、自治体側の、それぞれのメリットは？
 教育機関の設置や、曽於市のように施設整備をする場合は、
経済的なメリットが大きいと言えます。一方で、たとえ大学に直接
資金が入らなくても、自治体と連携した学びのサポートは地域貢

献そのものです。自治体と強固な信頼関係を築き、「地域になく
てはならない大学」として存在感を示すことが、中長期的な大学
の価値向上につながるでしょう。また、自治体側にとっても大学
と連携するメリットは少なくありません。近年、行政課題は複雑化
しており、大学の専門的な知見を必要とする分野が増えていま
す。特に脱炭素（GX）や新産業創出といった専門性の高い領
域において、大学の協力は心強いものとなるはずです。

̶̶大学が参画したい場合、どのようなプロセスを踏むと
よいでしょうか？
　本制度の実施主体は地方自治体です。まず自治体が「地域再
生計画」を策定し、国の認定を受ける必要があります。大学は自
治体の計画に協力し、自治体が受け入れた寄付金の一部を事
業経費として活用する立場で参画します。まずは大学がその自治
体で「何をしたいのか」を明らかにし、自治体と対話をしてみてく
ださい。具体的には自治体の地方創生や企業版ふるさと納税
の担当部署に相談する、あるいは学長や理事長が、首長や副
市長などの自治体トップへ直接打診するといったアプローチが
考えられます。その後、計画の調整や予算化、議会の承認と
いったプロセスを経て、自治体が国に「地域再生計画」を提出し
認定を受け、大学が関わる体制やしくみが整えられて初めて事
業が始まります。最初の対話から実際、大学が寄付金を受け取
るまでは、一定期間を見込む必要があります。
　本制度は「官民連携」のきっかけとなることをめざして創設さ
れましたが、今後はさらなる「産官学連携」への発展が望まれま
す。現在の制度運用は2027年度が1つの区切りとなっていま
すが、これまでの成果を見れば、期限が延長される可能性は十
分にあります。この制度をきっかけに、自治体と大学が、「これか
らの地域をどう描くか」という共通のビジョンを持ってほしいと
願っています。大学には、受動的な姿勢にとどまるのではなく、自
学のリソースを活用した地域の課題解決策の積極的な提案を
期待しています。

うえだこうた●2020年総務省入省。京都府庁、総務省地域自立
応援課、同省住民制度課マイナンバー制度支援室などにおける勤
務を経て、２０２５年７月より現職。

▶地域との関
係性強化策と
しての活用
▶地域の一員
として、自治体
と同じ目線での
参画
▶長期的な展
望を基にした取
り組み

特に個人版は、返礼品、税制上の優遇措置目的での
寄付者が多いので、本来の目的である大学のファンづく
りにはつながりにくい面もある

この先の寄付アプローチに必要な寄付者のデータの
提供は、自治体と要交渉

自治体と対話交渉して計画化、予算化して議会の承認
を経て、内閣府の認定を受ける（企業版の場合）、体制
を整えるなどのプロセスを経るため、大学に寄付金が入
金されるまでには一定期間を見込む必要がある

寄付金を受け取るのは自治体。個人版については、自
治体の取り分は２割～6割と差がある

個人版にしろ企業版にしろ自治体との連携事業なので、
関係性が悪かったり、なかったりすると取り組みにくい

市内大学、短大16校：市内大学が行
う公益的な取組や大学間連携の促
進等に対する支援

国際大学（IUJ）：留学生支援への補助や、
中学生海外派遣、国際交流事業への活用

北里大学新潟キャンパス：健康科学
部及び保健衛生専門学院が行う学
生への補助などに活用

市内大学・短大9校：千葉市大学支
援寄附金

大阪公立大学：グローバル人材育成
（海外留学支援や研究活動等）

県内大学・短大・高専8校：教育環境
の拡充「県内大学の魅力向上応
援」プロジェクト

市内大学・短大7校：各校に対する支援

【図表16】個人版ふるさと納税の活用例 

【図表15】ふるさと納税の受入額及び受入件数の推移（全国計）

【図表18】企業版ふるさと納税への大学等参画事例  

【図表17】企業版ふるさと納税の総額と件数の推移

課題 対応

自治体（担当部署）

□個人版の自治体の取り分は自治体により異なる

□大学のファンづくりには直接的にはつながりにくい

□寄付者のデータの提供は自治体との交渉が必要

□導入し実際に大学にお金が入るまで
　一定期間を要する

□自治体とよい関係性にあることが前提

札幌市

（U&Iときめき課 
ふるさと創り班）

（総合政策局総合
政策部政策調整課）

（ふるさと応援課）

（政策企画室 企画部）

（未来創造部 定住促進課 
ふるさと貢献グループ）

（企画調整課）

寄附総額

6，000
5，500
5，000
4，500
4，000
3，500
3，000
2，500
2，000
1，500
1，000
500
0

700
600
500
400
300
200
100
0

18000
16000
14000
12000
10000
8000
6000
4000
2000
0

（年度） （年度）

（件数）（億円）

（初年度）

税制改正の施行

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
● ● ● ● ●

●

●

●

●

517

7.5 23.6 34.8

1,254 1,359 1,327

33.8
2,249

110.1

4,922

225.7
341.1

470.0

18,457

631.4

13，000
12，000
11，000
10，000
9，000
8，000
7，000
6，000
5，000
4，000
3，000
2，000
1，000

0

ー／
15,801,000円

ー／
37,563,000円

61件／
14,482,600円

―／
18,419,000円

101件／
3,977,500円

3,742件／
150,757,000円

1,609件／ 
79,183,100円

6,202件／
105,349,700円

寄附件数

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 202420152014

●
●

● ●

●

●

●

● ●

●
●

（万件）（億円）

8,390

14,022 ふるさと納税
受入件数

ふるさと納税
受入額

12,727.5 
5,878.7 

寄付件数／寄付額

（まちづくり政策局公民
・広域連携推進室）

南魚沼市

千葉市

飛騨市

大阪市

福井県

高崎市

CoIU：私立大学立地への支援

寄付先と事業内容自治体（担当部署） 大学等 事業内容 累計寄附額

鹿児島県曽於市
（企画政策課）

秋田市
（企画財政部
人口減少・
移住定住対策課）

徳島県神山町
（まちづくり戦略課）

岐阜県飛騨市
（企画部 総合政策課）

鹿児島大学
共同獣医学部

市内大学6校

神山まるごと高専

Co-Innovation 
University

257,152,000円

1,225,480,000円

242,000,000円

南九州畜産獣医
学拠点事業
（畜産獣医学拠点
の整備による、人
材の育成、新たな
産業の創造、交流
人口の増加）

秋田市未来創造
人 材 育 成・プロ
モーション事業　
（映画制作を通じた
人材育成とシティ
プロモーション）

Co-Innovation 
University設立支援

神山まるごと高専
の設立

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

Q.

お
金
が
集
ま
る
寄
付

メ
ニ
ュ
ー
企
画
の
コ
ツ
は
？

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

企業が所在する自治体
（法人住民税・法人事業税）

企業版ふるさと納税の基本スキーム 

① 地方公共団体が
地方版総合戦略を策定

② ①の地方版総合戦略を基に、
地方公共団体が地域再生計画を作成

④寄付（お金）

④人材の派遣
地域再生計画

③計画の認定 内閣府

企業

国（法人税） 
○○市
総合戦略
・○○事業
・△△事業
・◇◇事業

⑤税額控除

＊内閣官房「起業版ふるさと納税に係る令和6年度実績について」より ＊総務省「ふるさと納税に関する現況調査結果」より 

―

＊各自治体のWebサイト上の公表情報より。寄付額は神山町は2022年12月時点、
　他は2024年度までの実績 

＊各自治体のWebサイト上の公表情報より。件数／金額は福井県は2023年度、他は2024年度実績

（大学の事業が含まれれば
経費として活用可能）
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ン
サ
ス
を
得
る
だ
け
で
も
大
変
で
、
準

備
に
相
当
の
時
間
が
か
か
る
か
ら
だ
。

成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
７
つ
の
ス

テ
ッ
プ
の
1
〜
4
を
ふ
ま
え
た
う
え

で
、
ス
テ
ッ
プ
５
に
あ
た
る
計
画
の
作

成
に
取
り
組
も
う
。
こ
の
計
画
に
は
、

目
標
額
の
妥
当
性
の
検
証
、
個
別
訪
問

対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
優
先
順
位

の
決
定
、
学
内
担
当
者
の
割
り
当
て
な

ど
も
含
ま
れ
る
。
計
画
素
案
の
作
成
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
ま
で
の
協
議
期

間
、
目
標
額
達
成
に
必
要
な
個
別
訪
問

に
よ
る
寄
付
依
頼
に
必
要
な
期
間
な
ど

を
逆
算
し
て
、
開
始
時
期
を
見
込
む
。

　な
お
、
高
額
な
寄
付
依
頼
に
は
個
別

訪
問
が
有
効
だ
が
、
対
象
者
の
リ
ス
ト

化
に
加
え
、「
誰
が
依
頼
す
れ
ば
最
も

効
果
的
か
」
を
精
査
し
、
ア
タ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
つ
く
り
た
い
。「
多
忙
な
学
長

等
と
相
手
先
の
日
程
を
調
整
し
て
訪
問

す
る
と
な
れ
ば
、
相
当
な
リ
ー
ド
タ
イ

ム
が
必
要
だ
。こ
れ
ら
を
全
て
逆
算
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
に
落
と
し
込
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
。
何
年
前
か
ら
や

る
べ
き
と
い
う
目
安
は
な
い
。
小
さ
く

て
も
日
ご
ろ
か
ら
寄
付
活
動
を
積
み
重

ね
て
い
く
う
ち
に
、
何
に
い
く
ら
集
め

る
の
に
ど
れ
ぐ
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
、
目
安
が
わ
か
っ
て
く
る
」（
須
山

氏
）。
例
え
ば
、
２
０
３
２
年
に
１
５

０
周
年
を
迎
え
る
早
稲
田
大
学
は
、
２

０
２
５
年
か
ら
始
め
て
い
る
【
図
表

12
】。
計
画
は
、
前
述
し
た
委
員
会
等

で
進
捗
管
理
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軌

道
修
正
し
た
い
。【
図
表
13
】
に
は
取

材
校
の
周
年
事
業
の
寄
付
事
業
例
を
ま

と
め
た
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

      

自
治
体
と
の
協
議
な
ど
が
あ
り
、

導
入
に
時
間
が
か
か
る
の
が
課
題
。

　近
年
、
大
学
の
寄
付
獲
得
ル
ー
ト
と

し
て
広
が
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
は
、
個
人
版
と
企
業
版
の
2
種
類

あ
る
。【
図
表
14
】
は
、
各
制
度
の
違

い
を
ま
と
め
た
も
の
。
い
ず
れ
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
税
金
の
流
れ
を
つ
く
る

し
く
み
で
あ
る
が
、
個
人
版
が
総
務
省

管
轄
の
恒
久
的
な
税
制
で
、
寄
付
者
の

多
く
は
節
税
と
返
礼
品
狙
い
で
あ
る
の

に
対
し
て
、企
業
版
は
内
閣
府
管
轄
で
、

内
閣
府
よ
り
認
定
を
受
け
た
自
治
体
の

地
域
再
生
計
画
に
対
し
て
企
業
等
が
寄

付
を
す
る
も
の
。
税
額
控
除
に
よ
り
、

企
業
等
は
寄
付
額
の
実
質
1
割
程
度
の

負
担
で
済
む
。
地
方
自
治
体
で
は
人
材

が
不
足
し
が
ち
な
た
め
、
お
金
の
寄
付

に
加
え
、
人
材
派
遣
型
も
あ
る
。
た
だ

し
返
礼
品
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　個
人
版
・
企
業
版
と
も
に
受
入
件
数
、

受
入
額
は
右
肩
上
が
り
だ
が
【
Ｐ
．
20

図
表
15
・
17
】、
い
ず
れ
も
「
自
治
体

へ
の
寄
付
」
制
度
だ
。
そ
の
た
め
、
大

23 No.319 22No.319

      

経
営
環
境
悪
化
の
今
こ
そ
、
支
持

基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
。

　「労
力
を
か
け
て
も
全
収
入
の
1
％

程
度
で
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
」
な
ど

の
声
も
あ
り
、
寄
付
募
集
に
本
格
的
に

取
り
組
み
、
成
果
も
上
げ
て
い
る
大
学

は
多
く
な
い
。
そ
ん
な
中
、
人
口
減
や

社
会
の
変
化
に
よ
り
大
学
の
存
在
意
義

が
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
寄
付
に
取

り
組
む
意
義
が
あ
る
と
唱
え
る
の
が
、

認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
で
、
寄
付
募

集
に
詳
し
い
島
根
大
学
の
須
山
弘
一
氏

だ
。「
大
学
が
寄
付
金
に
取
り
組
む
意

義
は
３
つ
あ
る
。
ま
ず
、
潜
在
的
寄
付

者
に
寄
付
依
頼
を
す
る
行
為
自
体
が
、

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
活
動
を
認
知
し
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
。
そ
し
て『
共
感
』

し
て
も
ら
え
れ
ば
、寄
付
と
い
う
形
で
、

教
育
研
究
活
動
資
金
を
得
ら
れ
、
さ
ら

に
、資
産
運
用
の
原
資
を
得
る
こ
と
で
、

新
た
な
施
策
の
財
源
と
な
る
【
図
表

１
】」。
つ
ま
り
寄
付
募
集
は
、
本
質
的

に
は
自
学
を
支
え
る
フ
ァ
ン
（
支
持
基

盤
）
を
社
会
の
中
に
つ
く
る
こ
と
と
言

え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
取
り
組

む
価
値
が
あ
る
。

　寄
付
募
集
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て

は
、
人
件
費
や
広
報
費
に
加
え
、
感
謝
・

報
告
等
の
関
係
構
築
費
、
寄
付
者
情
報

の
管
理
等
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
費
な
ど

が
か
か
る
。「
コ
ス
ト
を
か
け
に
く
い

場
合
は
、
小
さ
く
始
め
て
長
く
続
け
る

こ
と
で
、
寄
付
金
額
を
徐
々
に
増
や
し

て
い
く
戦
略
が
現
実
的
だ
」（
須
山
氏
）。

      「
継
続
」「
長
期
」「
早
期
」「
み
ん
な
」

「
共
感
」
が
成
功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

　須
山
氏
の
知
見
、
経
験
に
よ
る
と
、

寄
付
募
集
で
は
、
既
存
の
寄
付
者
と
丁

寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ

ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
寄
付
金
額
が
高
ま
る
傾
向
が
あ

る
と
い
う
。
つ
ま
り
「
ア
プ
ロ
ー
チ
の

量
×
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
＝
寄

付
件
数
」
な
の
だ
。
寄
付
者
は
単
発
の

支
援
者
か
ら
継
続
寄
付
者
へ
、
さ
ら
に

は
大
口
寄
付
者
へ
と
段
階
的
に
育
っ
て

い
く
。
こ
の
構
造
を
示
し
た
も
の
が
ド

ナ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
【
図
表
3
】。

　よ
っ
て
、【
図
表
２
】
に
ま
と
め
た

５
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
戦
略
と

計
画
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
、
成

功
の
秘
訣
と
言
え
る
。
新
規
・
単
発
の

寄
付
集
め
に
終
始
す
る
よ
り
、
既
存
の

寄
付
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
ほ
う
が
効

率
が
よ
く
、
そ
の
た
め
に
は
継
続
的
、

長
期
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
、
始
め

る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
。
む
ろ
ん
、
こ

う
し
た
活
動
は
担
当
者
の
み
で
は
限
界

が
あ
り
、
ト
ッ
プ
層
か
ら
現
場
ま
で
組

織
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
初
め
て

成
果
に
つ
な
が
る
。
今
回
、
編
集
部
で

取
材
し
た
名
城
大
学
で
は
、
寄
付
事
業

を
経
営
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
理
事

長
自
身
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
学
外
か
ら
の
共
感
は
も
ち
ろ
ん
、
学

内
で
も
寄
付
の
意
義
を
共
有
す
る
こ
と

で
『
共
感
』
す
る
教
職
員
を
増
や
し
、

一
丸
と
な
っ
て
動
く
体
制
を
築
く
こ
と

が
重
要
だ
」（
須
山
氏
）。

      

目
的
を
明
確
化
し
、
全
学
に
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　【図
表
4
】
は
、
須
山
氏
が
ま
と
め

た
「
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」
だ
。
氏
に
よ

る
と
、「
ス
テ
ッ
プ
４
の
具
体
的
な
寄

付
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
や
チ
ラ
シ
の
作
成

か
ら
始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
面
倒

学
が
寄
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
自
治

体
と
協
議
を
重
ね
、
地
域
再
生
計
画
の

中
に
、
大
学
支
援
を
盛
り
込
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
。
先
行
事
例
で
は
、
地

域
の
人
材
育
成
や
教
育
環
境
の
整
備
、

新
た
な
教
育
機
関
を
設
立
す
る
た
め
の

原
資
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
【
図
表

16
・
18
】。

　一
方
で
、導
入
に
は
課
題
も
伴
う【
図

表
19
】。
自
治
体
と
の
交
渉
や
議
会
承

認
が
必
要
な
た
め
、
実
際
に
、
大
学
に

入
金
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
定
期
間
を

見
込
む
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
個
人

版
で
は
大
学
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
金

額
は
、
自
治
体
の
手
数
料
な
ど
が
差
し

引
か
れ
た
額
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
自

で
も
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
寄
付
を
集
め
る

の
か
と
い
っ
た
、
ス
テ
ッ
プ
１
の
目
的

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
先
決
だ
」
と
力

説
す
る
。
最
初
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得

ら
れ
れ
ば
、
関
係
者
の
主
体
的
な
協
力

を
引
き
出
し
や
す
く
な
り
、
寄
付
募
集

に
使
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ソ
ー
ス
の
棚

卸
し
も
円
滑
に
進
む
。
反
対
に
、
こ
こ

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、
無
関
心
や
反

発
を
呼
び
、
学
内
の
潜
在
力
や
リ
ソ
ー

ス
を
生
か
し
た
活
動
が
し
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
た
い
。
次
に
ス
テ
ッ
プ
1

で
棚
卸
し
し
た
潜
在
力
を
基
に
寄
付
者

の
分
析
を
行
い
（
ス
テ
ッ
プ
２
）、
全

学
横
断
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織
体
制

の
構
築
と
メ
ニ
ュ
ー
の
整
備
後
（
ス

テ
ッ
プ
3
、
4
）、
計
画
策
定
し
実
施

す
る
（
ス
テ
ッ
プ
5
、
6
）。

　継
続
的
な
寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

ス
テ
ッ
プ
7
の
「
感
謝
・
報
告
・
評
価
」

が
欠
か
せ
な
い
。
寄
付
者
へ
の
丁
寧
な

感
謝
と
報
告
が
、
寄
付
者
の
維
持
・
拡

大
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
評
価
に
つ
い

て
は
、
寄
付
総
額
や
寄
付
者
数
だ
け
で

な
く
、
リ
ピ
ー
ト
寄
付
者
数
、
大
口
寄

付
者
数
な
ど
、
対
象
者
ご
と
に
結
果
を

評
価
し
、改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

      

み
ん
な
で
取
り
組
み
や
す
い
組
織

体
制
づ
く
り
を
。

　担
当
者
や
担
当
部
署
が
孤
軍
奮
闘
す

る
の
で
は
な
く
、
全
学
で
横
断
的
に
取

り
組
む
体
制
を
構
築
し
た
い
。
文
科
省

の
調
査
で
も
、
寄
付
獲
得
で
効
果
的

だ
っ
た
要
素
の
ト
ッ
プ
は
、「
学
長
以

下
教
職
員
の
理
解
と
協
力
」
に
な
っ
て

い
る
【
図
表
５
】。
具
体
的
に
は
「
担

当
理
事
の
任
命
、
担
当
部
署
の
設
置
、

担
当
職
員
の
配
置
」
を
3
点
セ
ッ
ト
で

行
う【
P.
15
図
表
４
の
ス
テ
ッ
プ
３
】。

ま
ず
、
担
当
理
事
を
任
命
す
る
。「
組

織
横
断
的
な
展
開
を
し
や
す
く
し
、
経

営
資
源
の
配
分
や
計
画
の
作
成
・
進
捗

管
理
・
評
価
を
行
う
責
任
者
の
明
確
化

は
必
要
。
兼
務
で
よ
い
の
で
、
理
事
な

ど
総
責
任
者
は
定
め
て
お
き
た
い
」（
須

山
氏
）。
担
当
部
署
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
は
現
状
、
専
任
部
署
を
設

け
て
い
る
大
学
は
多
く
は
な
く
、
国
立

大
学
で
は
半
数
程
度
【
図
表
6
】、
私

立
大
学
に
至
っ
て
は
、
約
17
％
に
過
ぎ

な
い
【
図
表
7
】。
専
任
部
署
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
須
山
氏
は
、
寄
付
と

親
和
性
の
高
い
業
務
と
組
み
合
わ
せ
て

課
や
室
と
し
て
再
編
し
、
人
数
を
確
保

す
る
方
法
を
勧
め
る
。
部
署
の
候
補
と

し
て
は
、「
寄
付
者
と
の
関
係
構
築
に

親
和
性
の
高
い
同
窓
会
や
卒
業
生
支
援

部
門
や
広
報
、
総
務
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
対
外
的
な
影
響
力
と
い

う
点
で
学
長
室
が
関
与
す
る
体
制
も
有

効
だ
」（
須
山
氏
）。一
番
悩
ま
し
い
の
は
、

職
員
の
配
置
だ
ろ
う
。
日
本
に
は
寄
付

関
係
を
築
い
て
お
き
た
い
。
加
え
て
、

母
校
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た

め
に
は
、生
き
た
同
窓
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。
例
え
ば
筑
波

大
学
で
は
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る

O
B
O
G
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

東
京
で
開
催
【
図
表
11
】。
神
奈
川
大
学

は
、
観
光
関
連
業
に
携
わ
る
の
卒
業
生

が
集
う
同
窓
会
を
設
け
て
い
る
（
P.

29
）。
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
、
年
配

者
は
郵
送
の
ほ
う
が
よ
く
て
も
、
若
年

層
は
、
メ
ー
ル
や
S
N
S
の
ほ
う
が
歓

迎
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
意
味
で
、
対
象

者
の
特
性
に
応
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
工
夫
す
る
視
点
を
持
ち
た
い
。

　大
学
が
推
進
し
た
い
事
業
と
、
卒
業

生
が
共
感
し
や
す
い
事
業
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
だ
。「
単
に

『
建
物
を
建
て
る
資
金
が
必
要
だ
』
と

募
る
の
で
は
な
く
、『
こ
の
施
設
に
よ
っ

て
後
輩
の
学
び
が
こ
う
変
わ
る
』
と
い

う
物
語
を
提
示
で
き
れ
ば
、
支
援
の
輪

が
広
が
り
や
す
く
な
る
」（
須
山
氏
）。

      

目
標
金
額
に
よ
る
が
、相
当
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
を
見
込
ん
で
お
き
た
い
。

　須
山
氏
は
、「
目
標
金
額
に
よ
る
が
、

早
く
始
め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
多
額
の
目
標
金
額

を
集
め
る
企
画
や
体
制
の
学
内
コ
ン
セ

大
学
は
、
総
合
企
画
部
が
主
導
し
て
方

針
を
決
定
し
、
実
務
は
渉
外
部
等
が
担

う
連
携
体
制
を
取
っ
て
い
る
。
職
員
の

能
力
育
成
に
は
、
准
認
定
資
格
で
あ
れ

ば
最
短
で
数
か
月
程
度
の
学
習
で
取
得

可
能
な
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協

会
の
研
修
を
活
用
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　こ
の
よ
う
な
組
織
体
制
の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
は
、【
図
表
８
】
に
ま
と
め

て
い
る
。【
図
表
９
】
は
、
筑
波
大
学

と
名
城
大
学
の
組
織
例
だ
。
筑
波
大
学

の
詳
細
は
P.
19
を
参
照
さ
れ
た
い
。

      

同
窓
会
と
連
携
し
、
協
力
関
係
を

築
こ
う
【
図
表
10
】。

　大
学
に
と
っ
て
卒
業
生
は
、
最
も
大

き
な
潜
在
的
寄
付
者
で
あ
る
反
面
、
寄

付
依
頼
を
郵
送
す
る
た
め
の
現
住
所
リ

ス
ト
の
整
備
が
課
題
だ
。
そ
の
解
決
策

と
し
て
は
、
同
窓
会
と
連
携
し
、
会
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
幅
広
く
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。「
寄
付
集
め

は
『
誰
が
声
を
か
け
た
か
』
と
い
う
点

も
重
要
。
大
学
か
ら
よ
り
も
、
親
し
い

先
輩
・
同
輩
か
ら
の
依
頼
の
ほ
う
が
、

寄
付
し
て
も
ら
い
や
す
い
と
い
う
効
果

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。

　そ
の
た
め
に
は
、
同
窓
会
に
協
力
を

仰
ぐ
だ
け
で
な
く
、
大
学
が
同
窓
会
の

活
動
を
後
押
し
す
る
な
ど
し
て
、
協
力

に
精
通
し
た
人
材
が
少
な
く
、
須
山
氏

が
所
属
す
る
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
の
認
定
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
は

2
0
0
人
程
度
い
る
が
、
そ
の
う
ち
大

学
人
は
20
人
程
度
。
そ
の
た
め
、
外
部

人
材
の
活
用
も
一
案
だ
。
た
だ
し
、
担

当
者
が
少
数
と
な
り
が
ち
な
中
小
規
模

大
学
で
は
、
学
内
事
情
に
精
通
し
た
プ

ロ
パ
ー
職
員
が
中
心
と
な
る
体
制
が
現

実
的
だ
ろ
う
。「
職
員
は
、
自
学
の
こ

と
を
好
き
で
熟
知
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
潜
在
的
寄
付
者
の
共
感
を
得
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
や
す
い
面

も
あ
る
」（
須
山
氏
）。
一
方
で
同
氏
は
、

「
あ
る
程
度
の
人
員
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
大
学
で
は
、
外
部
人
材
の

専
門
性
と
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
学
内
調
整

力
を
組
み
合
わ
せ
る
形
も
有
効
だ
」
と

述
べ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た

寄
付
募
集
で
成
果
を
出
し
て
い
る
名
城

̶̶企業版ふるさと納税の特徴と大学の関与状況につ
いて教えてください。
　企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、企業等が自治
体に寄付を行い、その資金を自治体が地方創生プロジェクトに
活用するという、民の力を使って地方創生を進める施策です。そ
のため、内閣府の地方創生推進事務局が、地方への「お金と人
の流れ」を政策的に創出するよう企画・運営を担っています。個
人版との違いは、「返礼品の禁止」と「最大約9割の税額控除」
にあります。寄付を行う企業は実質1割ほどの負担で、地方自治
体の取り組みを支援できます。当初、税額控除は約6割でした
が、2020年度に約9割まで拡大し、人材派遣型も新設したとこ
ろ、寄付件数、寄付金額が急増、2024年度の寄付件数は約1
万8500件、寄付額は約630億円に達しています。本制度に対
する自治体側の認識も高まり、企業とパートナーシップを結ぶ際
の最初の一歩として活用するところが増えています。2023年度
に実施された5,376事業のうち、「大学」というキーワードが含ま
れるものは215件（全体の約4％）と、大学が関与する例は多くは
ありませんが、優れた先行事例がいくつも見られます。
　例えば、鹿児島県曽於（そお）市が鹿児島大学共同獣医学部と
連携し、畜産獣医学拠点を整備して人材育成や新産業創造を行
う事業や、秋田市が市内6大学と組んで、市のプロモーションと人
材育成を行う事業のほか、徳島県神山町の神山まるごと高専や、
岐阜県飛騨市に2026年4月開学予定の「CoIU（Co-Innovation 
University）」のように、企業版ふるさと納税による寄付を教育
機関の設立資金に充当する例も出ています。ちなみに寄付者と
して地域に寄付をする学校法人も一部にはあるようです。

̶̶大学が企業版ふるさと納税に参画する際の大学
側、自治体側の、それぞれのメリットは？
 教育機関の設置や、曽於市のように施設整備をする場合は、
経済的なメリットが大きいと言えます。一方で、たとえ大学に直接
資金が入らなくても、自治体と連携した学びのサポートは地域貢

献そのものです。自治体と強固な信頼関係を築き、「地域になく
てはならない大学」として存在感を示すことが、中長期的な大学
の価値向上につながるでしょう。また、自治体側にとっても大学
と連携するメリットは少なくありません。近年、行政課題は複雑化
しており、大学の専門的な知見を必要とする分野が増えていま
す。特に脱炭素（GX）や新産業創出といった専門性の高い領
域において、大学の協力は心強いものとなるはずです。

̶̶大学が参画したい場合、どのようなプロセスを踏むと
よいでしょうか？
　本制度の実施主体は地方自治体です。まず自治体が「地域再
生計画」を策定し、国の認定を受ける必要があります。大学は自
治体の計画に協力し、自治体が受け入れた寄付金の一部を事
業経費として活用する立場で参画します。まずは大学がその自治
体で「何をしたいのか」を明らかにし、自治体と対話をしてみてく
ださい。具体的には自治体の地方創生や企業版ふるさと納税
の担当部署に相談する、あるいは学長や理事長が、首長や副
市長などの自治体トップへ直接打診するといったアプローチが
考えられます。その後、計画の調整や予算化、議会の承認と
いったプロセスを経て、自治体が国に「地域再生計画」を提出し
認定を受け、大学が関わる体制やしくみが整えられて初めて事
業が始まります。最初の対話から実際、大学が寄付金を受け取
るまでは、一定期間を見込む必要があります。
　本制度は「官民連携」のきっかけとなることをめざして創設さ
れましたが、今後はさらなる「産官学連携」への発展が望まれま
す。現在の制度運用は2027年度が1つの区切りとなっていま
すが、これまでの成果を見れば、期限が延長される可能性は十
分にあります。この制度をきっかけに、自治体と大学が、「これか
らの地域をどう描くか」という共通のビジョンを持ってほしいと
願っています。大学には、受動的な姿勢にとどまるのではなく、自
学のリソースを活用した地域の課題解決策の積極的な提案を
期待しています。

※「創基151年筑波大学50周年記念基金」には、「サッカー場（旧第１サッカー場）の改修」「陸上競技場の改修」プロジェクト、2023年度までのFSP も含む

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

＊取材を基にBetween編集部にてまとめ 

一般基金（寄付） 
     スポーツ基金
     附属病院寄附金
     紫峰会基金
     留学生後援会基金
     修学支援事業基金
     研究者の卵サポート基金
     創基151年筑波大学50周年記念基金※

     現物資産活用基金

【図表20】特定寄付メニュー
企画の3つのステップ

【図表21】寄付メニューの例と寄付額の推移～筑波大学の例

①

②

③

【図表22】寄付者や寄付金額を増やす施策例 

学内に寄付事業となり得る支援が必
要な活動はないか発掘する（P.15の
ステップ1の棚卸し）

▶ステークホルダーに対する大学のあらゆるコンタクトチャネルを活用する（広
報誌、同窓会誌、保護者向け送付物、SNS、HP、入学式、卒業式、学祭、
ホームカミングデー、同窓会、保護者会等のイベント、部活やサークル、退職
者の会、地域向けイベント、企業向け説明会、教員の共同研究先etc.)▶あら
ゆるチャネルを使うためにも、寄付に対する全学の意識を醸成し、横断的な協
力体制をつくる

▶特設サイトをつくる（基本的なコンテンツ例：学長等からの募集の趣旨説明や
寄付依頼のメッセージ、寄付メニュー、寄付金の支払い方法、税制上の優遇措
置、寄付金額ごとの特典・謝意、問い合わせ先、FAQ、新着情報、寄付者への
感謝のメッセージ＜学長等からのものや、支援を受けた学生等からのもの＞、寄
付者から大学への応援メッセージ、寄付受入実績、寄付による支援実績、寄付
申込フォーム、Web芳名録）クラウドファンディングのサイトを参考にするとよい
▶特設サイト内での寄付申し込みまでの導線を短くする▶大学公式サイトのトッ
プページのわかりやすい場所に寄付特設サイトへのリンクを張る▶学外者にわ
かりにくいサイト、表現になっていないか等の、学外者によるチェックを行う

▶大口寄付を得るには、「高い質のアプローチ」を行う（学長による個別訪問
など）▶高齢者層ほど寄付率が高い。その層には、謝意として、金額に応じた
芳名板や、学長からの感謝状を贈呈すると、案外効果あり

▶新規よりも過去の寄付者にリピートしてもらう確率のほうが高くコストも安く
すむため継続的にコミュニケーンを取る▶寄付後、直ちに感謝する、その後も
継続的、定期的に感謝と活用報告を行うしくみをつくる（複数回の接点が次
の寄付につながる）▶継続寄付のしくみをつくる

▶大学公式サイトのトップページのわかりやすい場所に寄付特設サイトへの
リンクを張る▶特設サイトの開設▶特設サイト内での寄付申し込みまでの導
線を短くする▶寄付への熱い想いが湧き上がったら自宅のPCやスマホです
ぐ寄付できる支払方法を導入（クレジットカード、電子マネー等）▶高額寄付が
見込める年配者は振込を好む場合もあるので、その手段も残しておく

ステークホルダーの属性により異な
る支援対象や支援事業を整理し、①
とマッチングさせて考える

想定する寄付者が寄付で得られる価
値や意義等、寄付する理由を考える
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201,509

105

627,330

55,017

49,474

22,455

669

21,051

370

12,815

105

     

学
外
、
学
内
か
ら
共
感
を
得
ら
れ

る
特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
。

　寄
付
に
は
、
使
い
道
を
指
定
し
な
い

「
一
般
寄
付
」
と
、
指
定
す
る
「
特
定

寄
付
」と
が
あ
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
、

一
般
寄
付
の
ほ
う
が
使
い
勝
手
が
い
い

が
、
寄
付
者
か
ら
見
る
と
、
関
心
の
あ

る
特
定
事
業
の
ほ
う
が
共
感
し
て
応
援

し
や
す
い
。
一
般
寄
付
に
加
え
、
特
定

寄
付
も
用
意
し
、
よ
り
幅
広
い
共
感
と

支
援
を
得
る
可
能
性
を
高
め
た
い
。
須

山
氏
に
よ
る
と
、「
特
定
の
部
局
や
Ｐ

Ｊ
向
け
の
寄
付
が
あ
る
こ
と
で
現
場
の

当
事
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
学
内
の
協

力
体
制
も
築
き
や
す
く
な
る
」と
い
う
。

A

特
定
基
金（
寄
付
）

 

各基金

寄付者を増やす

あらゆる
チャネルを
活用する

寄付額を増やす

リピーター
を増やす

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

　特
定
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
す
る
際

は
、①
学
内
の
支
援
が
必
要
な
活
動
を

寄
付
事
業
の
候
補
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、②
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
別
の
応

援
ニ
ー
ズ
を
整
理
し
て
、
支
援
対
象
と

な
る
事
業
と
ひ
も
付
け
、③「
寄
付
者
に

と
っ
て
の
価
値
や
意
義
」
を
考
え
る
、

と
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
と
よ
い
だ

ろ
う
【
図
表
20
】。
参
考
ま
で
に
、【
図

表
21
】
に
筑
波
大
学
の
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

の
寄
付
額
の
推
移
を
ま
と
め
た
。
企
業

向
け
の
寄
付
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
際
は
、

寄
付
に
よ
る
そ
の
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
た
い
。
人
材
不
足
に
悩
む
企
業
が

多
い
中
、
特
定
の
人
材
育
成
を
行
う
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支
援
な
ど
も
可
能

性
が
あ
り
そ
う
だ
。

     

寄
付
者
の
利
便
性
の
向
上
と
、
丁

寧
な
感
謝
・
報
告
が
寄
付
者
を
増
や
す
。

　須
山
氏
に
よ
る
と
、
支
援
の
意
欲
が

高
ま
っ
た
と
き
に
「
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

即
、
寄
付
手
続
き
を
完
了
で
き
る
利
便

性
の
向
上
に
あ
る
」
と
い
う
。
W
e
b

サ
イ
ト
の
導
線
を
簡
略
化
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
を
導
入
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト

は
お
手
本
に
な
ろ
う
。
一
方
で
、
銀
行

振
り
込
み
を
好
む
高
齢
層
の
ニ
ー
ズ
に

も
配
慮
し
、
複
数
の
決
済
手
段
を
併
用

す
る
こ
と
が
得
策
だ
。

　寄
付
金
額
の
増
加
に
は
、
既
存
寄
付

者
に
寄
付
を
リ
ピ
ー
ト
し
て
も
ら
う
、

大
口
寄
付
を
増
や
す
と
い
う
2
つ
の
方

法
が
あ
る
。
前
者
は
、「
寄
付
者
に
対

し
て
感
謝
と
報
告
を
丁
寧
か
つ
何
度
も

行
っ
て
、
寄
付
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

に
す
る
こ
と
が
鍵
」（
須
山
氏
）の
た
め
、

シ
ス
テ
ム
化
し
て
定
期
的
に
実
施
し
た

い
。
高
額
寄
付
の
依
頼
は
、
学
長
の
直

接
訪
問
が
何
よ
り
効
果
的
だ
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
の
継
続
が
自
学

の
フ
ァ
ン
の
維
持
、拡
大
に
つ
な
が
る
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、【
図
表

22
】
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

大口寄付
を増やす

支払いの
利便性を
高める

寄付特設
サイトを
つくる

治
体
に
対
す
る
寄
付
の
た
め
、〝
大
学

に
共
感
す
る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
〞
と
い

う
寄
付
本
来
の
目
的
か
ら
す
る
と
、
や

や
利
用
し
に
く
い
面
も
あ
る
。
寄
付
者

へ
の
感
謝
や
活
動
報
告
を
す
る
た
め
の

寄
付
者
の
リ
ス
ト
共
有
も
自
治
体
と
の

交
渉
が
必
要
で
、時
間
が
か
か
る
」（
須

山
氏
）。
そ
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、
寄
付
事
業
の
中
心
的
手
段

と
い
う
よ
り
も
、
自
治
体
と
の
連
携
や

広
報
効
果
を
含
む
補
完
的
な
手
段
と
し

て
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

Q.

寄
付
者
や
寄
付
金
額
を

増
や
す
に
は
？

A

＊ZEN大学資料を基にBetween編集部にて作成 

【図表】日本財団のサポートによるZEN大学の奨学金

＊日本財団「18歳意識調査 第62回 国や社会に対する意識（6カ国調査）」。 対象：日本・アメリカ・イギリス・中国・韓国・インドの17歳～19歳男女　回答数：各国1,000人（2024年）

公益財団から見た
“社会から応援される大学”とは？
公益財団法人 日本財団 経営企画広報部
ソーシャルイノベーション推進チーム リーダー

高階 大輔
̶̶日本財団が高等教育プロジェクトをスタートさせた
背景を教えてください。
　高等教育プロジェクトは、ZEN大学を運営する「学校法人日本
財団ドワンゴ学園」の設立、ミネルバ大学の日本拠点設置などを
総括した取り組みです。背景には、AIの台頭や社会構造の急速
な変化に加え、子どもたちの特性に応じた教育へのニーズの高ま
りがあります。われわれは「日本の教育モデルは均質化されていな
いか」という懸念を持っていました。当財団が実施した「18歳意識
調査」＊では、日本の若者は他国と比べて自己肯定感が乏しく、
「自分は他人から必要とされている」「自分には人に誇れる個性が
ある」という設問に対する肯定回答割合が際立って低くなってい
ます。こうした若者が前向きに生きられるように、ZEN大学やミネ
ルバ大学への支援を通じ、既存の教育モデルに代わる“オルタナ
ティブ”を提示していきたいと考えています。

̶̶ZEN大学の運営やミネルバ大学の支援において、
具体的にどのような役割を担っているのでしょうか。
　ZEN大学に関しては、「奨学金」と「リアルな体験の提供」とい
う2つの側面から支援を行っています。まず奨学金については、2
つの制度を設けています。一つは、「日本財団ZEN大学奨学
金」。これは、授業料全額に加え、入学検定料と入学金も免除す
るものです。国の修学支援新制度ではカバーしきれない層へ手を
差し伸べるため、世帯年収の条件を「700万円未満」と高めの設
定にし、経済的理由で学びを諦める若者を一人でも減らすことを
めざしています。もう一つは、「特待奨学生支援制度」です。大学
での学業にとどまらず、実社会で優れた活動を行う学生に対し、年
間原則50万円を支給し、その挑戦を後押ししています。
　「リアルな体験の提供」については、100を超える地域・企業連
携プログラムを設けています。オンライン中心の大学だからこそ、
実社会との接点を重視してのものです。当財団は長年培ってきた
ネットワークを生かし、学びのフィールドを提供しています。例えば、
財団が運営・支援する「子ども第三の居場所」や「ハンセン病資

料館」、さらには全国の提携自治体などを紹介し、実践の場の創
出につなげています。一方、ミネルバ大学に関しては、日本拠点の
設立支援に加え、社会課題解決を軸とした学習プログラム「シ
ビック・プロジェクト」を支援しています。このプロジェクトは世界各
地で実施されていますが、日本においてはより深い探究を促すた
め、和歌山県田辺市「人口減少」「食文化とサステイナビリ
ティ」、兵庫県姫路市「人口減少」、岩手県陸前高田市・釜石市
「防災・復旧・復興」「人口減少」の3つのフィールドへ学生を送り
出し、地域特有の課題に挑む実践的な学びを提供しました。

̶̶今後の展望について、お聞かせください。
　当財団の支援のスタンスは、永続的に大学をサポートすること
ではなく、あくまで自走を促すことです。ZEN大学については、授業
動画の制作といった初期投資こそ必要ですが、キャンパスの維持
費などの固定費を抑えられる強みがあります。教育の質を高く保ち
ながら、運営を継続していくことは十分に可能であると考えていま
す。将来的には卒業生や社会全体からの支援も受けながらの運
営体制をめざしています。寄付が集まる大学には、母校を誇りに
思う卒業生の存在があります。重要なのは社会で活躍する卒業
生が母校を支えるという支援の好循環をつくること。ZEN大学も、
理念に共感する方々や卒業生に支えられる、未来に開かれた「夢
のある大学」へと育てていきたいです。

̶̶大学のファンドレイジングのあり方については、ど
のようにお考えですか。
　財団に寄付をしてくださる方々は、長いスパンで社会の未来を見
据えています。実際に、ZEN大学の奨学金には当財団の「子ども
サポート基金」を充てていますが、ここに寄せられるのは、「次世代を
担う子どもたちの未来のために役立ててほしい」という長期的な視
点に基づいた寄付です。既存の大学がこの思いに応えて助成を得
るためには、表面的なアピールに終始してはいけません。「この大学
が存在し、卒業生が羽ばたくことで、よりよい未来が開ける」という展
望の提示が社会からの信頼を得る鍵になるのではないでしょうか。

たかしなだいすけ●2016年、日本財団に入会。コミュニケーション
部にて主に広報・広告業務を担当した後、海洋事業部において海洋
環境事業の支援業務などに従事。2023年6月より現職。

・授業料を全額免除
・入学初年度は入学検定料
および入学金も免除

・生計維持者 /学生の学費・生活費を負担する
　者の収入合算が700万未満
・生計維持者の収入証明・事業所得等、
　ZEN大学で学ぶ意欲を基に選考

主な条件／選考基準 支給金額奨学金の種類

・社会的な実績のある学生
・研究や活動での活躍が期待できる学生
・応募書類、教職員による面談により選考 人口減少に直面する姫路市・家島諸島の小学校で

児童と給食を共にするミネルバ大学の学生たち。

・年間原則50万円、
　例外的に100万円を
　分割支給する

日本財団
ZEN大学
奨学金

特待奨学生
支援制度

（単位：千円）
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